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東北学電子光理学研究センター（旧核理研）では、電子加速器を用いた高輝度コヒーレント

テラヘルツ光源の開発を目指した試験加速器 t-ACTS の建設が進んでいる。入射部は熱陰極高

周波電子銃、アルファ磁石、Sバンド 3m加速管で構成され、アンジュレータおよびアイソクロ

ナスリングからのコヒーレント放射光１）と、光の波長以下に短バンチ化した電子ビームを用い

る共振器型 FEE（Bunched FEL）２）を検討している。THz領域で高輝度なコヒーレント放射光生

成に十分な形状因子を得るためには 100 フェムト秒程度のバンチ長を持つ電子バンチが必要で

あるが、このような超短パルス電子ビームをどのように安定に生成するかが、重要なキーテク

ノロジーの一つである。t-ACTS におけるバンチ圧縮は Serafini らが提案した加速管中での

Velocity Bunching３）を採用することにした。Velocity Bunchingでは光速に達していない低エネル

ギーの電子ビームをゼロクロス付近のオフクレスト位相に入射し、粒子の位相スリップによっ

て縦方向位相空間を回転させることによってバンチ圧縮を行う方法であるが、理論的な評価に

より 100フェムト秒以下のバンチ長が実現可能と考えている。 

THz アンジュレータは、自由空間モードでの共振器型 FEL 発振実験が可能であるように、

54mm という非常に大きなギャップで 0.4T のピーク磁場を発生できる長周期磁気回路を採用し

た４）。電子ビームエネルギーを約 19MeVにすることによって、1THz近傍の一次共鳴波長の放射

が得られる。 

これら t-ACTS計画の詳細と、線形加速器の建設状況および電子銃のハイパワーテスト、アン

ジュレータ中のビーム動力学などの現状についても報告する。 
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